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問
い
合
わ
せ

　
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
は
、
平
成
19
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。こ
の
地
区
は
、沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル（
ゆ
い
レ
ー
ル
）旭
橋
駅
と
、
県
内
の
路
線

バ
ス
が
集
中
す
る
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

両
方
が
隣
接
す
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
生
か
し
て
、
交
通
の
結
節
点
の

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
駅
前
に
ふ

さ
わ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
商
業
・
宿
泊
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
を
備
え
、
県
都
那
覇

の
玄
関
口
と
し
て
の
顔
と
な
り
、
多
く
の
県

民
・
観
光
客
が
安
全
・
快
適
に
移
動
で
き
る

環
境
整
備
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
再
開
発
地
区（
愛
称：カ
フ
ー
ナ
旭
橋
）は
、

平
成
24
年
に
完
成
し
た
南
街
区
に
続
い
て
A

街
区（
旧
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）が
今
年
完

成
し
、
い
よ
い
よ
す
べ
て
の
街
区
が
開
業
し

ま
す
。

　
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
建
物
が
古
く

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
災
害
に

強
い
耐
震
性
や
耐
久
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
の
快
適
性
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

  

１
階
の
新
し
い
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、

本
島
各
地
に
向
か
う
バ
ス
路
線
の
重
要
な

発
着
点
と
し
て
、
ま
た
モ
ノ
レ
ー
ル
や
タ

ク
シ
ー
と
の
結
節
点
と
し
て
、
従
来
の
機

能
を
維
持
し
つ
つ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
た
屋
内
バ
ス
待
合
所
や
多

言
語
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
を
備
え
、
売
店
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

し
、
便
利
で
快
適
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

生
ま
れ
変
り
ま
す
。

 

　
２
階
に
は
、
新
た
に
沖
縄
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー（
略
称
：Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
と
バ
ス
が
結
節
す
る
カ

フ
ー
ナ
旭
橋
の
特
長
を
生
か
し
て
、
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、

快
適
で
安
全
・
安
心
な
旅
が
で
き
る
よ
う
多

言
語
対
応
の
情
報
提
供
・
観
光
案
内
を
行
い

ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
沖
縄
文
化
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
休
憩
所
な
ど
を
設
け
、
訪
れ
る
皆
さ

ん
に
快
適
な
沖
縄
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
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昭
和
58
年
以
来
、
35
年
に
わ
た
っ
て
那
覇

市
寄
宮
で
業
務
を
行
っ
て
き
た
県
立
図
書
館

は
、
３
〜
６
階
に
移
転
し
ま
す
。
新
し
い
図

書
館
は
、
面
積
・
座
席
数
は
約
２
倍
、
資
料

の
保
存
能
力
は
約
３
倍
に
な
る
ほ
か
、
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
に
特
化
し
た
エ
リ
ア
を
設
置
す
る

と
と
も
に
移
民
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
多
文
化
エ

リ
ア
な
ど
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
本
と

人・人
と
人
と
が
交
流
す
る
エ
リ
ア
を
設
け
、

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
県

民
に
親
し
ま
れ
、
県
民
と
と
も
に
成
長
・
発

展
し
て
い
く「
知
の
拠
点
」を
目
指
し
ま
す
。

　
那
覇
市
泉
崎
の
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お

き
な
わ
は
、
国
、
県
、
労
働
団
体
、
経
済
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
、
学
生
の
方
・
女
性
の

方
・
高
齢
の
方
・
障
害
の
あ
る
方
・
経
営
者

の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
生
活
か
ら
仕
事

に
関
す
る
様
々
な
悩
み
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。
６
階
へ
の
移
転

後
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
が
強
化
さ
れ

る
ほ
か
、
沖
縄
県
女
性
就
業
・
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
も
移
転
し
、
更
な
る
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。
特
に
若
者
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
一
体
と
な
っ
て
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
２
〜
３
階
に
は
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
Ｏ
Ｐ
Ａ（
オ
ー
パ
）」の
ほ

か
、
複
数
の
オ
フ
ィ
ス
な
ど
も
入
居
し
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
図
書
館
等
の
施
設
と
あ
わ

せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
商
業
を
は
じ
め
と
し
た
交

流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。

  

モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
と
は
２
階
の
歩
行
者

デ
ッ
キ
で
直
結
し
、
A
街
区
に
は
３
５
０
台

以
上
の
駐
車
場
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

既
に
開
業
し
た
南
街
区
に
は
、
沖
縄
県
旅

券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）セ
ン
タ
ー
、
南
部
合
同
庁

舎
な
ど
の
行
政
機
関
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、

オ
フ
ィ
ス
な
ど
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
A
街

区
と
南
街
区
は
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
を
設
置
し

て
、
来
訪
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
玄
関
口
、
県
都
那
覇
の「
顔
」と

な
る
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
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国際通
り
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公園

カフーナ旭橋
（旭橋駅周辺地区市街地再開発事業）

旭橋駅周辺地区市街地再開発事業位置図（イメージ）

カフーナ旭橋 A街区 断面イメージ

沖縄観光情報センターグッジョブセンターおきなわ 県立図書館

旭橋に新たな「顔」が生まれます

「カフーナ旭橋 A街区」オープン
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
に
つ
い
て

県
立
図
書
館（
12
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
10
月
1
日
オ
ー
プ
ン
予
定
）

沖
縄
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

（
10
月
1
日
オ
ー
プ
ン
予
定
）

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

お
き
な
わ（
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

オ
フ
ィ
ス
等（
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

那覇バスターミナル
ショッピングセンター

県立図書館
（3～6階）

オフィス

沖縄観光
情報センター

グッジョブセンター
おきなわ

駐車場
（約350台）
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９月18日はしまくとぅばの日。
広げよう！しまくとぅば県民運動
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